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車
内
環
境
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
質
で

満
点
の
評
価
を
い
た
だ
く

ブ
ラ
ン
ド
は
一
人
一
人
の

社
員
の
評
価
の
集
合
体

評
価
は
社
員
へ
の
誇
り
と

同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

過
去
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
誌
で

日
本
を
代
表
す
る
企
業
に
並
ん
で

　

２
０
１
９
年
７
月
19
日
発

売
の
、
テ
ス
ト
す
る
モ
ノ
批

評
誌
『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｏ
』

２
０
１
９
年
９
月
号（
出
版
：

普
遊
舎
）
の
「
覆
面
調
査
２

０
１
９ 

東
西
タ
ク
シ
ー
会

社
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で“
大

　

Ｍ
Ｋ
で
は
過
去
に
も
ビ

ジ
ネ
ス
誌
『
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
』
２
０
１
４
年
９
月
15
日

号
（
出
版
：
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

社
）
の
「
接
客
好
感
度
企
業

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
４
」
の

　

一
人
一
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
頑
張
り
の
積
み
重
ね
が
Ｍ

Ｋ
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
い
ま

す
が
、
お
客
様
は
Ｍ
Ｋ
の
ブ

ラ
ン
ド
を
評
価
し
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
日

　

こ
の
度
の
『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｑ

Ｌ
Ｏ
』
誌
の
覆
面
調
査
ラ
ン

キ
ン
グ
に
よ
り
大
阪
Ｍ
Ｋ
が

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
日

頃
か
ら
基
本
に
忠
実
な
サ
ー

ビ
ス
を
遂
行
す
る
大
阪
Ｍ
Ｋ

の
社
員
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
は
全

国
８
都
市
で
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
共
通
と
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
の
基
本
は
変
わ
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
運
転
や
清
潔
な
車
内
、
接

客
マ
ナ
ー
と
い
う
、
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ

な
ど
20
以
上
の
人
気
の
サ
ー

ビ
ス
分
野
に
つ
い
て
実
際
の

店
舗
を
覆
面
調
査
し
て
ラ
ン

キ
ン
グ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
タ
ク
シ
ー
会

社
編
で
は
実
際
に
16
社
・
数

台
ず
つ
乗
り
比
べ
た
と
し
て

東
京
と
大
阪
の
タ
ク
シ
ー
会

社
が
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ン
キ
ン
グ

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
で
は

車
内
環
境
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

す
る
か
、
お
い
し
い
食
事
場

所
の
案
内
、
運
転
技
術
、
不

必
要
な
会
話
を
し
な
い
か
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
阪
Ｍ
Ｋ

は
車
内
環
境
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
質
の
２
項
目
に
お
い
て
満

点
を
と
り
、
総
合
評
価
で
大

阪
編
の
第
１
位
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
Ｍ
Ｋ
に
対
す
る
同
誌

の
評
価
も
一
部
を
引
用
し
ま

す
と
『
大
阪
で
唯
一
ア
プ
リ

で
配
車　

サ
ー
ビ
ス
も
Ｍ

Ｋ
だ
け
は
文
句
な
し
』『
乗

車
時
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
降
り

て
ド
ア
を
開
閉
し
て
く
れ
た

り
、
空
調
を
確
認
し
て
く
れ

る
と
い
っ
た
丁
寧
な
サ
ー
ビ

ス
が
印
象
的
。
車
種
も
レ
ベ

ル
が
高
く
、
運
転
も
荒
く
な

い
』『
車
内
も
か
な
り
キ
レ

イ
で
清
潔
感
あ
り
』『
ド
ラ

イ
バ
ー
の
丁
寧
さ
も
顕
著

で
、
か
な
り
気
持
ち
よ
く
乗

車
で
き
た
タ
ク
シ
ー
だ
っ

た
』
と
い
っ
た
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

阪
で
最
も
良
い
会
社
”
と
し

て
大
阪
Ｍ
Ｋ
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
は
同
誌
が
タ
ピ

オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
や
映
画

館
１
人
プ
レ
ミ
ア
シ
ー
ト
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

記
事
に
お
い
て
、「
小
売
店

部
門
」「
飲
食
店
部
門
」「
そ

の
他
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
の
３

部
門
の
な
か
で
「
そ
の
他
サ

ー
ビ
ス
部
門
」
ラ
ン
キ
ン
グ

に
お
い
て
１
位
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
２
位
Ａ
Ｎ

Ａ
に
次
い
で
３
位
に
Ｍ
Ｋ
タ

ク
シ
ー
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
続
く
４
位
ヤ
マ
ト

運
輸
、
５
位
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
６
位

Ｕ
Ｓ
Ｊ
な
ど
日
本
の
そ
う
そ

う
た
る
企
業
の
な
か
で
選
ば

れ
ま
し
た
。

ご
乗
車
い
た
だ
い
た
車
両
の

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
そ
の
日
受

け
た
接
客
を
評
価
し
て
い
る

の
で
す
。
今
日
気
持
ち
よ
く

Ｍ
Ｋ
に
お
乗
り
い
た
だ
い
た

の
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
行
う
こ
と
が
大
変
で

あ
る
こ
と
を
創
業
者
の
時
代

か
ら
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
誌
面
で
と
り

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

お
客
様
の
期
待
値
が
さ
ら
に

上
が
り
、「
あ
の
本
で
こ
う
書

か
れ
て
い
た
か
ら
、
で
き
て

い
て
当
た
り
前
だ
ろ
う
」
と

い
う
目
線
で
Ｍ
Ｋ
を
ご
覧
に

な
る
こ
と
で
非
常
に
強
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

質
、
決
済
手
段
の
３
項
目
で

得
点
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
３

項
目
は
さ
ら
に
詳
細
に
検
証

す
る
点
が
定
め
ら
れ
、
車
内

環
境
で
あ
れ
ば
車
内
の
に
お

い
が
タ
バ
コ
臭
く
な
い
か
、

後
部
座
席
か
ら
の
料
金
メ
ー

タ
ー
の
見
や
す
さ
、
シ
ー
ト

の
き
れ
い
さ
が
挙
げ
ら
れ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
質
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
が
事
前
に
道
を
確
認

（ 1 ）

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓
一 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

今
こ
そ
、
タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す
る
分
水
嶺
�

『
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｑ
Ｌ
Ｏ
』誌
の
タ
ク
シ
ー
覆
面
調
査

大
阪
で
は
大
阪
Ｍ
Ｋ
が
第
一
位
の
評
価

	 2面	 運輸業界初の「新卒高度有資格者採用」
	 4面	 こんな話あんな話　MK勉強会から
	 9面	 世界に通じる「おもてなし」を学ぶ　MK社員　第34回海外研修へ
	12面	 広がるチャリティの輪　今年も寄贈先の施設を訪問

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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Twitter限定の
キャンペーンも随時実施！

最新情報発信中！
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マシュー・カロン 毎日更新！ フォローしてね！
@MKofficial_PR
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◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

先
月
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
、
一
人
で
思
い
悩
む
こ
と

が
多
く
、
活
気
の
あ
ま
り
な

い
月
。
病
気
に
な
っ
た
り
、

色
々
と
支
障
の
多
い
月
。
約

束
事
・
相
談
事
は
破
約
に
な

り
や
す
い
。
こ
の
月
に
発
病

す
れ
ば
長
引
き
が
ち
、
諸
事

控
え
め
が
吉
。
現
状
維
持
を

守
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
・

西
・
東
南
・
西
北
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

派
手
さ
は
な
い
が
、
着
実

に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
運

気
。
職
業
・
不
動
産
・
朋
友

な
ど
と
の
関
わ
り
が
良
好
。

身
体
の
柔
ら
か
い
個
所
・
腹
・

皮
膚
の
病
気
に
注
意
が
必
要
。

新
規
事
業
開
始
は
見
合
わ
す

方
が
得
策
。
来
月
へ
の
準
備

の
月
と
心
得
て
進
め
る
こ
と
。

吉
方
位
は
南
・
西
・
西
北
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

調
子
が
出
て
意
欲
的
に
な

り
、万
事
順
調
に
進
展
す
る
。

予
想
外
の
喜
び
が
あ
ろ
う
。

普
請
・
起
業
な
ど
早
く
着
手

す
る
の
が
吉
。
地
味
に
運
営

す
る
の
が
良
策
。
舌
・
咽
喉
・

神
経
・
爪
・
毛
髪
な
ど
の
異

常
に
注
意
す
る
こ
と
。
吉
方

位
は
北
・
南
・
東
南
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

そ
よ
そ
よ
と
和
や
か
な
風

が
吹
き
め
く
る
木
漏
れ
日
の

中
に
い
る
よ
う
に
、
快
適
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
幸
運

期
。
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は

結
果
が
ま
ず
く
、
そ
れ
ほ
ど

に
思
わ
な
い
こ
と
が
案
外
良

い
結
果
を
得
る
な
ど
、
自
分

な
が
ら
お
か
し
く
思
う
こ
と

が
多
い
。
未
婚
の
男
女
は
結

婚
を
取
り
決
め
る
月
。
吉
方

位
は
北
・
南
・
東
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

交
際
相
手
や
異
性
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
に
も
問
題

が
発
生
し
そ
う
な
気
配
の
衰

運
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う

に
運
ば
な
い
の
で
じ
た
ば
た

し
な
い
方
が
良
い
。
損
失
・

失
費
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
月
に
始
め
た
こ
と
の
多

く
は
中
途
で
方
針
の
変
更
が

あ
る
。
中
宮
の
入
る
月
は
現

状
維
持
で
静
観
が
良
い
。
吉

方
位
は
南
・
東
北
・
南
西
・

西
・
西
北
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

活
動
力
の
高
ま
る
今
月
は
、

特
に
仕
事
に
対
す
る
取
り
組

み
熱
が
入
り
、
目
上
の
人
と

の
縁
が
深
ま
り
、
多
忙
と
な

る
だ
ろ
う
。
病
難
・
ケ
ガ
な

ど
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意

す
る
こ
と
。
計
画
は
綿
密
に

立
て
、
独
断
専
行
せ
ず
、
援

助
者
を
求
め
る
こ
と
。
吉
方

位
は
北
・
南
西
・
東
北
・
西
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
金
銭
面
や
異
性
関

係
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
比
重
が
か

か
っ
て
く
る
。
喜
び
が
多
い

月
な
の
で
、
縁
談
・
就
職
・

開
店
・
普
請
・
移
転
な
ど
は

早
く
着
手
す
る
の
が
良
い
。

ま
た
年
少
の
女
性
に
は
喜
び

が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男
女
に

は
恋
の
発
現
の
月
。
吉
方
位

は
北
・
南
西
・
東
北
・
西
北
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
は
運
勢
に
浮
沈
動
揺

が
あ
っ
て
気
の
も
め
る
こ
と

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
月
に

は
諸
事
新
し
い
企
画
は
見
合

わ
す
方
が
良
い
。
現
状
維
持

で
来
月
の
良
い
運
気
を
待
つ

こ
と
。
平
素
持
病
の
あ
る
人

は
再
発
に
注
意
。
普
請
・
造

作
・
旅
行
・
移
転
は
凶
。
吉

方
位
は
南
・
西
・
西
北
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

覇
気
に
溢
れ
、
名
誉
や
地

位
が
上
昇
す
る
好
機
が
訪
れ

る
。
何
か
と
注
目
さ
れ
、
華

や
か
な
出
来
事
が
多
く
起
こ

る
だ
ろ
う
。
外
見
が
盛
大
に

見
え
る
た
め
、
近
親
や
友
達

の
た
め
に
金
銭
上
の
損
失
が

あ
る
。
役
所
に
か
か
わ
る
事

件
か
印
鑑
、
証
書
な
ど
の
心

配
事
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
住

宅
か
土
地
に
つ
い
て
の
紛
糾

に
注
意
す
る
方
が
良
い
。
今

ま
で
の
難
事
件
も
解
決
す
る

月
。
吉
方
位
は
東
南
・
南
西
・

東
北
・
東
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://w
w

w
.jushu-t 

akashim
a.net/

　前
回
の
記
事
で
は
、
私
が

在
籍
し
て
い
る
長
岡
技
術
科

学
大
学
で
は
年
に
数
回
、
企

業
の
方
に
よ
る
講
演
会
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
あ
り
、
今
年
度
の
第
１
回

の
講
演
会
は
、
株
式
会
社
牧

野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
（
以

下
、牧
野
フ
ラ
イ
ス
と
略
す
）

の
代
表
取
締
役
社
長
井
上

真
一
氏
に
よ
る
講
演
会
で
あ

っ
た
こ
と
と
そ
の
講
演
会
の

前
半
部
分
（
牧
野
フ
ラ
イ
ス

の
紹
介
。
井
上
社
長
の
キ
ャ

リ
ア
と
仕
事
へ
の
取
り
組
み

方
）
を
書
い
た
。
今
回
の
記

事
で
は
、
講
演
会
の
後
半
部

分
で
あ
り
、
講
演
会
の
タ
イ

ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
お
け
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

書
く
。

　

先
月
号
で
も
説
明
し
た

が
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は

Volatility

（
不
安
定
さ
）、

Uncertainty

（
不
確
実
さ
）、

Com
plexity

（
複
雑
さ
）、

Am
biguity

（
不
明
確
さ
）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

現
在
は
ま
さ
に
こ
の
時
代
に

あ
る
。
加
え
て
現
在
は
第
四

次
産
業
革
命
の
時
代
で
も
あ

る
。
第
一
次
産
業
革
命
は
イ

ギ
リ
ス
で
起
こ
り
、
軽
工
業

の
機
械
工
業
化
に
よ
り
生
産

の
革
新
が
起
こ
っ
た
。
第
二

次
産
業
革
命
は
ア
メ
リ
カ
や

ド
イ
ツ
で
起
こ
り
、
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
重
工

業
で
の
大
量
生
産
が
可
能
と

な
っ
た
。
第
三
次
産
業
革
命

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
通

信
・
情
報
革
命
が
起
こ
っ
た
。

第
四
次
産
業
革
命
と
は
人
工

知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
生
産
活

動
を
行
う
純
機
械
化
経
済
へ

の
移
行
で
あ
る
。
純
機
械
化

経
済
ま
で
の
経
済
活
動
は
製

品
を
製
造
し
、
得
た
利
益
は

機
械
設
備
に
投
資
す
る
。
そ

の
機
械
設
備
は
人
が
動
か
す
。

し
か
し
、
純
機
械
化
経
済
で

は
、
得
た
利
益
は
自
動
化
シ

ス
テ
ム
に
投
資
さ
れ
る
。
自

動
化
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
で

機
械
設
備
を
動
か
す
人
は
必

要
無
く
な
っ
て
い
く
。
井
上

氏
は
、
現
在
は
こ
の
よ
う
な

時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代

に
お
け
る
各
国
の
戦
略
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
、
一
体
と
な
っ
て
標
準

を
抑
え
る
標
準
化
戦
略
を
取

り
優
位
に
立
と
う
と
し
て
い

る
。
中
国
で
は
製
造
２
０
２

５
と
い
う
次
世
代
情
報
技
術

や
電
気
自
動
車
な
ど
10
の
重

点
分
野
と
23
の
品
目
を
設
定

し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
戦
略
に
て

世
界
の
製
造
強
国
の
グ
ル
ー

プ
入
り
を
目
指
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
で

顕
著
の
よ
う
に
、
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
研
究
開
発
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
特
化
す
る

戦
略
を
取
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
日
本
は
ど
の
よ
う

な
戦
略
を
取
っ
た
ら
よ
い
の

か
。
世
界
か
ら
見
る
と
日
本

の
強
み
は
、
勤
勉
で
真
面
目

に
カ
イ
ゼ
ン
を
行
う
よ
う
な

適
応
能
力
で
あ
る
と
井
上
氏

は
話
し
た
。
し
か
し
、
欧
米

の
国
は
日
本
と
の
競
争
に
不

利
に
な
る
と
軸
を
変
え
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
日

本
の
カ
イ
ゼ
ン
ス
ピ
ー
ド
を

上
回
ろ
う
と
す
る
。
井
上
氏

は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
技
術

を
駆
使
し
て
現
実
世
界
の
状

態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
高
速

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
日
本
の
カ

イ
ゼ
ン
ス
ピ
ー
ド
も
高
速
に

な
り
、
日
本
の
強
み
を
活
か

し
て
世
界
で
競
争
で
き
る
と

話
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
求
め
ら
れ

る
人
材
像
は
、
①
変
化
を
恐

れ
な
い
勇
気
が
あ
る
、
②
新

し
い
枠
組
み
を
創
造
で
き
る
、

③
あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く

や
り
抜
く
、
の
３
つ
で
あ
る

ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
？

―
―
着
る
人
た
ち
の
ゲ
ー
ム

８
／
９
～
10
／
14　
　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

　

服
を
着
る
と
い
う
行
為
は
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
化
的

な
営
み
の
ひ
と
つ
。
ま
た
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
着
る
」

だ
け
で
な
く
、「
視
る
／
視
ら

れ
る
」
も
の
だ
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に

よ
り
、
誰
も
が
自
ら
の
装
い

を
自
由
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
わ
り
方

も
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
本
展
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
や
ア
ー
ト
の
ほ
か
、
映

画
や
マ
ン
ガ
な
ど
に
描
か
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
現
代
社
会
に

名
刀
は
語
る

美
し
き
鑑
賞
の
歴
史

開
催
中
～
９
／
23

佐
川
美
術
館　
　

　

日
本
刀
は
、
古
来
災
い
や

邪
気
を
払
う
霊
器
と
し
て
神

聖
視
さ
れ
、
武
士
に
と
っ
て

は
、
武
器
で
あ
る
と
と
も
に

精
神
的
支
柱
で
あ
り
、
日
本

人
の
精
神
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
。
ま
た
、

日
本
刀
は
、
優
美
な
姿
、
千

変
万
化
す
る
刃
文
な
ど
、
そ

の
見
所
は
多
彩
で
あ
り
、
日

本
を
代
表
す
る
美
術
品
と
し

て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
名
刀
が
美
し
い
輝

き
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
鍛

刀
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
数
百
年
の
間
、
日
本

刀
を
慈
し
み
、
守
り
、
そ
し

て
、
磨
き
続
け
て
き
た
人
々

が
い
た
か
ら
だ
。

　

本
展
で
は
、
佐
野
美
術
館

の
収
蔵
品
よ
り
、
平
安
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の

国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む

太
刀
や
刀
・
槍
を
は
じ
め
、

鐔つ
ば

・
拵

こ
し
ら
えと
い
っ
た
刀
装
具
な

ど
名
品
の
数
々
を
展
示
。
約

千
年
に
わ
た
る
日
本
刀
の
歴

史
を
通
じ
て
、
日
本
人
が
培

っ
て
き
た
美
意
識
や
文
化
が

楽
し
め
る
。

　

佐
川
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
「
守

山
」
駅
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス

「
佐
川
美
術
館
前
」
下
車
）

に
て
開
催
中
、
９
月
23
日

（
月
・
祝
）
ま
で
。
休
館
日

は
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
）、
９
月
17
日
（
火
）。

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
30
分
前
ま
で
）。一

般
１
０
０
０
円
、
高
大
生
６

０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
。

佐
川
美
術
館
☎
０
７
７
・
５

８
５
・
７
８
０
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

①
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
？
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

②
京
都
国
立
博
物
館
「
京
博

寄
託
の
名
宝
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都
「
大

相
撲
京
都
場
所
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
佐
川
美
術
館
「
名
刀
は
語

る
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
国
立
国
際
美
術
館
「
ウ
ィ

ー
ン
・
モ
ダ
ン
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ

ル
ビ
ア
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

尾
股
佑
亮

連
載

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

【76】
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
：
牧
野
フ
ラ

イ
ス
製
作
所　

井
上
真
一
社
長（
下
）

と
話
し
た
。
３
番
目
は
牧
野

フ
ラ
イ
ス
の
特
徴
で
も
あ
る

と
い
う
。
同
社
は
航
空
機
産

業
に
参
入
し
た
際
、
部
品
の

加
工
が
複
雑
で
難
し
く
、
競

合
も
い
た
た
め
、
な
か
な
か

う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
10
年
、
20
年
と
い
う

単
位
で
粘
り
強
く
事
業
を
続

け
て
い
く
と
、
競
合
が
次
々

と
撤
退
し
て
い
き
、
あ
る
時

点
か
ら
非
常
に
優
位
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

　

井
上
氏
の
講
演
を
聞
き
、

私
は
、
時
代
と
国
を
意
識
し

て
経
営
を
考
え
る
重
要
性
を

実
感
し
た
。
そ
し
て
Ｖ
Ｕ
Ｃ

Ａ
時
代
に
お
い
て
、
自
分
の

能
力
を
高
め
る
た
め
に
よ
り

一
層
、
自
分
の
研
究
、
勉
強

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

福
島
県
出
身
。
福
島
高
専

卒
業
。
現
在
、
長
岡
技
術
科

学
大
学
情
報
・
経
営
シ
ス
テ

ム
課
程
第
４
学
年
に
在
籍
。

８
月
の
運
勢
（
五
黄
土
星
の
月
）

八
月
八
日（
立
秋
）～
九
月
七
日
ま
で

高
島
易
断
鑑
定
所
　
高
島
　

寿
周

↓
８
月
８
日（
立
秋
）〜
９
月
７
日
ま
で
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井上真一社長と往年の牧野
フライス社製工作機械　　

　

こ
の
「
運
勢
」
コ
ー
ナ
ー

は
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
７
月
号
に
お

き
ま
し
て
、
読
者
の
方
か
ら

ご
質
問
を
頂
戴
し
ま
し
た
の

で
、
高
島
寿
周
先
生
に
お
伝

え
し
た
と
こ
ろ
、
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
皆
様
に

も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
読
者
の
方
か
ら
】

　

「
高
島
寿
周
先
生
の
毎
月

の
運
勢
を
非
常
に
注
目
し
て

毎
月
読
ん
で
い
ま
す
。
７
月

は
、
私
は
滞
運
で
無
理
せ
ず

焦
ら
ず
自
戒
の
心
を
忘
れ
な

い
こ
と
、
と
あ
り
ま
し
た
。

３
回
は
読
み
返
し
て
頭
に
入

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
今
月

の
私
の
運
勢
で
『
中
宮
に
入

る
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
が

良
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
お
願

い
し
ま
す
」。

【
高
島
先
生
か
ら
】

　

「『
中
宮
に
入
る
』
と
は
、

自
分
の
星
（
月
命
星
）
は
運

命
盤
を
回
っ
て
い
き
ま
す
が
、

ち
ょ
う
ど
中
央
に
入
っ
た
時

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
７
月

は
六
白
金
星
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
所
に
入
っ
た
場
合
、

ち
ょ
う
ど
山
の
上
に
い
て
周

囲
の
こ
と
が
よ
く
見
え
る
た

め
口
が
過
ぎ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
徳
が
あ
れ
ば
別
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
行
き
過
ぎ

て
人
か
ら
非
難
を
受
け
ま
す

の
で
、
何
事
も
今
あ
る
こ
と

を
感
謝
し
て
進
め
る
こ
と
で

す
。
来
月
と
再
来
月
に
良
い

月
が
廻
っ
て
き
ま
す
か
ら
、

中
宮
に
入
る
月
は
何
事
も
慎

重
に
進
め
る
こ
と
で
す
」。

　

今
後
も
Ｍ
Ｋ
新
聞
（
11
面

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
）
に
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
質
問
は
、

高
島
先
生
に
お
送
り
し
ま
す
。

引
き
続
き
、「
運
勢
」
コ
ー

ナ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF
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コ
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ド
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着
る
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た
ち
の
ゲ
ー
ム
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／
９
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京
都
国
立
近
代
美
術
館

　

服
を
着
る
と
い
う
行
為
は
、

私
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
化
的

な
営
み
の
ひ
と
つ
。
ま
た
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
着
る
」

だ
け
で
な
く
、「
視
る
／
視
ら

れ
る
」
も
の
だ
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に

よ
り
、
誰
も
が
自
ら
の
装
い

を
自
由
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
わ
り
方

も
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
本
展
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
や
ア
ー
ト
の
ほ
か
、
映

画
や
マ
ン
ガ
な
ど
に
描
か
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
現
代
社
会
に

お
け
る〈
ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
〉、

私
た
ち
の
装
い
の
実
践
＝
ゲ

ー
ム
を
見
つ
め
直
す
。

　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

企
画
展
示
室
（
市
バ
ス
「
岡

崎
公
園　

美
術
館
・
平
安
神

宮
前
」
す
ぐ
）
に
て
、
８
月

９
日（
金
）～
10
月
14
日（
月
・

祝
）。
月
曜
休
館
（
た
だ
し
８

月
12
日
・
９
月
16
日
・
９
月

23
日
・
10
月
14
日
は
開
館
、

翌
火
曜
日
休
館
）。
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
（
金
・

土
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
開

館
）、
入
館
は
閉
館
30
分
前

ま
で
。
一
般
１
３
０
０
円
、

大
学
生
９
０
０
円
、
高
校
生

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
は

無
料
。
京
都
国
立
近
代
美
術

館
☎
０
７
５
・
７
６
１
・
４

１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

名
刀
は
語
る

美
し
き
鑑
賞
の
歴
史

開
催
中
～
９
／
23

佐
川
美
術
館　
　

　

日
本
刀
は
、
古
来
災
い
や

邪
気
を
払
う
霊
器
と
し
て
神

聖
視
さ
れ
、
武
士
に
と
っ
て

は
、
武
器
で
あ
る
と
と
も
に

精
神
的
支
柱
で
あ
り
、
日
本

人
の
精
神
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
き
た
。
ま
た
、

日
本
刀
は
、
優
美
な
姿
、
千

変
万
化
す
る
刃
文
な
ど
、
そ

の
見
所
は
多
彩
で
あ
り
、
日

本
を
代
表
す
る
美
術
品
と
し

て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
名
刀
が
美
し
い
輝

き
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
鍛

刀
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る

ま
で
の
数
百
年
の
間
、
日
本

刀
を
慈
し
み
、
守
り
、
そ
し

て
、
磨
き
続
け
て
き
た
人
々

が
い
た
か
ら
だ
。

　

本
展
で
は
、
佐
野
美
術
館

の
収
蔵
品
よ
り
、
平
安
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の

国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含
む

太
刀
や
刀
・
槍
を
は
じ
め
、

鐔つ
ば

・
拵

こ
し
ら
えと
い
っ
た
刀
装
具
な

ど
名
品
の
数
々
を
展
示
。
約

千
年
に
わ
た
る
日
本
刀
の
歴

史
を
通
じ
て
、
日
本
人
が
培

っ
て
き
た
美
意
識
や
文
化
が

楽
し
め
る
。

　

佐
川
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
「
守

山
」
駅
よ
り
近
江
鉄
道
バ
ス

「
佐
川
美
術
館
前
」
下
車
）

に
て
開
催
中
、
９
月
23
日

（
月
・
祝
）
ま
で
。
休
館
日

は
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
）、
９
月
17
日
（
火
）。

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
30
分
前
ま
で
）。一

般
１
０
０
０
円
、
高
大
生
６

０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
。

佐
川
美
術
館
☎
０
７
７
・
５

８
５
・
７
８
０
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
開
催

記
念　

特
別
企
画

京
博
寄
託
の
名
宝
─
美
を

守
り
、
美
を
伝
え
る
─

８
／
14
～
９
／
16

京
都
国
立
博
物
館

　

今
年
９
月
、
日
本
初
と
な

る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
こ
と
国
際
博
物

館
会
議
の
世
界
大
会
が
、
京

都
の
地
で
行
わ
れ
る
。
京
都

国
立
博
物
館
で
は
そ
れ
を
記

念
し
、「
京
博
寄
託
の
名
宝
」

を
開
催
。
本
展
で
は
、
京
都

国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る

６
２
０
０
余
件
も
の
寄
託
品

の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の

名
品
を
展
示
す
る
。
一
昨
年

の
「
国
宝
」
展
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
美
の
極
致
を
楽
し

ん
で
み
て
は
。

　

京
都
国
立
博
物
館　

平
成

知
新
館
（
市
バ
ス
「
博
物
館
・

三
十
三
間
堂
前
」下
車
す
ぐ
）

に
て
、
８
月
14
日
（
水
）
～

９
月
16
日
（
月
・
祝
）。
月
曜

休
館
（
た
だ
し
９
月
２
日
・

16
日
は
開
館
）。
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
（
金
・
土

曜
（
た
だ
し
９
月
７
日
（
土
）

除
く
）
は
同
９
時
ま
で
）、

入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
。

一
般
５
２
０
円
、
大
学
生
２

６
０
円
、
高
校
生
以
下
及
び

満
18
歳
未
満
、
満
70
歳
以

上
は
無
料
。
京
都
国
立
博

物
館
☎
０
７
５
・
５
２
５
・

２
０
１
９
年
（
令
和
元

年
）
秋
巡
業

大
相
撲
京
都
場
所

10
／
18　
　
　
　
　

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

（
京
都
府
立
体
育
館
）

　

毎
年
秋
の
風
物
詩
と
な
る

京
都
場
所
。
横
綱
、
大
関
は

じ
め
、
各
段
力
士
約
２
７
０

名
が
参
加
予
定
。
本
場
所
さ

な
が
ら
の
取
組
の
ほ
か
、
公

開
稽
古
や
横
綱
土
俵
入
り
も

予
定
し
て
い
る
。

　

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都
（
市

バ
ス
「
府
立
体
育
館
前
（
島

津
ア
リ
ー
ナ
京
都
）」下
車
す

ぐ
又
は
「
大
将
軍
」
徒
歩
３

分
）
に
て
、
10
月
18
日
（
金
）

午
前
８
時
開
場
。
１
席
５
０

０
０
円
～
１
４
０
０
０
円
、

各
種
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
。

電
話
販
売
：
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

☎
０
５
７
０
・
０
２
・
０
０
９

９（
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

店
頭
販
売
：
全
国
の
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
店
舗
、
セ
ブ
ン-

イ

レ
ブ
ン
に
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
：
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ　

https://w. 
pia.jp/t/sum

o-kyoto/

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
は
、

チ
ケ
ッ
ト
代
金
の
他
に
別
途

手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
購
入
後
の
変
更
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
相
撲
京
都
場
所
実
行
委
員

会
☎
０
７
５
・
２
１
１
・
７

６
２
２
（
土
日
祝
を
除
く　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

超
え
た
、
ウ
ィ
ー

ン
独
自
の
装
飾
的

で
煌
び
や
か
な
文

化
が
開
花
し
た
。

18
世
紀
の
啓
蒙
思

想
が
発
展
し
、
ウ

ィ
ー
ン
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
文
化
の
萌
芽

と
な
っ
て
19
世
紀

末
の
豪
華
絢
爛
な

芸
術
運
動
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
っ
た

１
６
０
０
円
、
大
学
生
１
２

０
０
円
、高
校
生
８
０
０
円
、

９
月
の
日
・
祝
は
高
校
生
無

①
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
ド
レ
ス
・
コ
ー
ド
？
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

②
京
都
国
立
博
物
館
「
京
博

寄
託
の
名
宝
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都
「
大

相
撲
京
都
場
所
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
佐
川
美
術
館
「
名
刀
は
語

る
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
国
立
国
際
美
術
館
「
ウ
ィ

ー
ン
・
モ
ダ
ン
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ

ル
ビ
ア
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
８
月

15
日
（
木
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp
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２
４
７
３
（
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

５
組
10
名
ご

招
待

国
宝 

伝
源
頼
朝
像 

京
都
・
神
護
寺
蔵

日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外

交
樹
立
１
５
０
周
年
記
念

ウ
ィ
ー
ン
・
モ
ダ
ン

ク
リ
ム
ト
、シ
ー
レ

世
紀
末
へ
の
道

８
／
27
～
12
／
８

国
立
国
際
美
術
館

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初

頭
に
か
け
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で

は
絵
画
や
建
築
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を

に
て
、
８
月
10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）
午
後
５
時
開
場
・

開
演
（
同
８
時
30
分
終
演
予

定
）。
雨
天
決
行
。
チ
ケ
ッ
ト

完
全
前
売
制
。
中
学
生
以
上

４
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下

２
０
０
０
円
、
未
就
学
児
入

場
無
料
。
国
立
京
都
国
際
会

館
☎
０
７
５
・
７
０
５
・
１

２
１
８（
代
表
）（
平
日
の
み

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
京
都
・

ボ
ス
ト
ン
姉
妹
都
市
提
携

乾
杯
の
夕
べ
２
０
１
９

～
カ
モ
ン
ベ
イ
ビ
ー
！ 

ボ

ス
ト
ン
！
～

夏
の
夜
空
を
彩
る
打
上
げ
花

火
と
楽
し
い
ガ
ー
デ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー８

／
10
・
11　
　
　

国
立
京
都
国
際
会
館

60
周
年
を
記

念
し
て
ア
メ

リ
カ
・
ボ
ス

ト
ン
。
ボ
ス

ト
ン
に
ち
な

ん
だ
料
理
や

ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど

が
楽
し
め
る
ほ
か
、
毎
年
恒

例
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
も
実
施
。
ま
た
、
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
打
上
げ
花

火
は
京
都
市
街
地
で
唯
一
間

近
で
堪
能
で
き
る
の
で
家
族

み
ん
な
で
楽
し
め
る
。

　

国
立
京
都
国
際
会
館
（
地

下
鉄
「
国
際
会
館
」
駅
４
―

２
番
出
入
口
よ
り
徒
歩
５
分
）

■京都サンガF.C.チケット係
　1075-212-0635　http://www.sanga-fc.jp/

☆「9月14日FC町田ゼルビア戦」の観戦チケット
を1組2名にプレゼント！ プレゼントコーナーを
ご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

8月10日（土） 午後7時
vs 栃木SC

第
27
節

第
27
節

9月14日（土） 未定
vs FC町田ゼルビア

第
32
節

第
32
節

8月4日（日） 午後6時
vs 東京ヴェルディ

第
26
節

第
26
節

8月24日（土） 午後7時
vs アビスパ福岡

第
29
節

第
29
節
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国
宝　
《
太
刀　

銘　

一
》　

松
平
（
奥
平
）
家
伝
来　

鎌
倉
時
代
中
期
（
13
世
紀
）

個
人
蔵
（
佐
野
美
術
館
寄
託
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
《
自
画
像
》

１
９
１
１
年

ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵

©
W

ien M
u
seu

m
 / F

o
to

 
P

eter K
ainz

軌
跡
を
た
ど
る
、
ウ
ィ
ー
ン

の
豊
穣
な
文
化
を
知
る
展
覧

会
の
決
定
版
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

国
立
国
際
美
術
館
（
京
阪

中
之
島
線
「
渡
辺
橋
」
駅
２

出
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）
に

て
、８
月
27
日（
火
）～
12
月

８
日
（
日
）。
月
曜
休
館
（
た

だ
し
、９
月
16
日
、23
日
、10

月
14
日
、11
月
４
日
は
開
館
、

翌
日
休
館
）。午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
８
・
９
月
中
の
金
・

土
曜
は
同
９
時
ま
で
、
10
～

12
月
中
の
金
・
土
曜
は
同
８

時
ま
で
開
館
）、
い
ず
れ
も

入
場
は
30
分
前
ま
で
。
一
般

料
（
要
証
明
）。
国
立
国
際
美

術
館
☎
０
６
・
６
４
４
７
・

４
６
８
０
（
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待
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昨
年
開
催
し
た
「
第
13
回

Ｍ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」

で
は
、
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
金
４
１
０
万
円
を
福
祉
用

具
・
設
備
費
と
し
て
、
京
都

府
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
４

つ
の
障
が
い
者
施
設
へ
い
ず

れ
も
「
車
両
購
入
の
助
成
」

と
し
て
寄
贈
し
、
こ
の
度
協

賛
会
社
を
代
表
し
て
弊
社
常

務
取
締
役
・
荒
木
一
ほ
か
Ｍ

Ｋ
職
員
、
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
を

代
表
し
て
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀

茂
所
属
の
石
橋
孝
プ
ロ
、
地

元
京
都
の
西
谷
逸
夫
プ
ロ
が

全
て
の
施
設
を
直
接
訪
問
し

ま
し
た
。

障
が
い
者
を
支
え
る 

施
設
の
想
い
を
知
る

　

５
月
17
日
に
は
「
京
都
市

ふ
し
み
学
園
」（
京
都
市
伏

見
区
）か
ら
訪
問
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
方
に
あ
わ
せ
て

７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
生
活
介

護
事
業
所
で
、
個
展
を
開
か

れ
て
い
る
方
も
い
る
と
い
う

絵
画
や
陶
芸
な
ど
の
創
作
活

動
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
軽
作

業
の
様
子
も
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
両

は
資
材
の
引
取
や
送
迎
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方

か
ら
は
「
得
意
な
こ
と
に

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
想
い
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
特
性
を
活
か
す
」
取
組

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
利
用

者
の
方
が
い
き
い
き
と
生

活
さ
れ
る
た
め
に
様
々
な

活
動
が
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
の
工
夫
が
あ
り
、

日
々
改
善
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に 

で
き
る
こ
と

　

施
設
を
直
接
訪
問
す
る
活

動
は
「
な
ぜ
支
援
が
必
要
な

の
か
？
」
か
ら
「
な
ぜ
そ
の

備
品
が
必
要
な
の
か
？
」
ま

で
、
福
祉
の
現
場
を
知
る
こ

と
で
一
層
理
解
が
深
ま
り
、

毎
回
貴
重
な
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
活
動
の
お
忙
し
い

中
訪
問
に
ご
快
諾
い
た
だ
い

た
各
施
設
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
寄
贈

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
お
客

様
、
協
賛
社
様
、
プ
ロ
ボ
ウ

ラ
ー
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ

り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
大
会
を
よ
り
一
層
盛

り
上
げ
、
意
義
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
訪
問
し
た
「
療
育
作

業
所　

輪
の
花
」（
京
都
市

西
京
区
）
は
生
活
介
護
、
就

労
継
続
支
援
を
行
う
多
機
能

型
の
事
業
所
で
、
受
託
さ
れ

て
い
る
作
業
の
様
子
や
昨
年

改
装
さ
れ
た
と
い
う
施
設
全

体
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
仕
事
を
し
な
が

ら
成
長
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
想
い
や
新
た
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
農
作
業
の
お
話
、

利
用
者
の
方
同
士
で
助
け
合

っ
て
作
業
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
車
両
は
荷
物

の
運
搬
や
送
迎
な
ど
で
使
用

さ
れ
る
予
定
で
「
納
車
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
」
と

の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

同
日
最
後
に
訪
問
し
た
の

は「
第
三
乙
訓
ひ
ま
わ
り
園
」

（
京
都
市
西
京
区
）
で
す
。

生
活
介
護
や
放
課
後
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る

事
業
所
で
、
施
設
の
広
さ
を

書
館
を
運
営
し
て
お
り
、
書

籍
の
点
訳
・
音
訳
活
動
や
外

出
時
の
同
行
支
援
を
さ
れ
て

い
る
施
設
で
、
点
字
図
書
を

専
用
の
機
器
で
製
作
さ
れ
る

様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
育
成
が
急
務
で

あ
る
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
講
習
や
視
覚
に
不
安

を
持
ち
始
め
ら
れ
た
方
へ
の

支
援
、
相
談
な
ど
様
々
な
取

組
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
車
両
は
送
迎
を
は
じ

め
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

移
動
に
も
活
用
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。「
介
助
の
方
含

め
、
利
用
者
を
２
組
同
時
に

送
迎
で
き
る
の
で
あ
り
が
た

い
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
０
０
を
超
え

る
施
設
に
寄
付
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
施
設
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
度
に
、

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
化
し
、
様
々
な
、
課
題

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車

両
は
送
迎
用
と
し
て
使
わ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

使
い
途
を
知
り 

支
援
の
必
要
性
を
再
確
認

　

７
月
８
日
に
は
「
丹
後

視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
」（
京
都
府
京
丹
後
市
）

を
訪
問
。
こ
ち
ら
の
施
設

は
約
40
年
前
か
ら
点
字
図

た
な
課
題
に
つ
い
て
も
お
教

が
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今

年
は
「
利
用
者
の
方
の
個
性

活
か
し
た
各
作
業
ス
ペ
ー

ス
の
工
夫
や
、
利
用
者
の

方
と
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

遊
ぶ
力
を
育
て
る
た
め
の

仕
組
み
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
生
活

に
必
要
な
力
を
つ
け
て
い

こ
う
、
そ
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
想

い
を
伺
い
、
ま
た
利
用
者

の
増
加
や
高
齢
化
な
ど
新

（12）

見
事
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
！

（
療
育
作
業
所　

輪
の
花　

京

都
市
西
京
区
）

シ
ー
ル
を
貼
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
（
丹
後
視
力
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
と
記
念
撮

影
！
（
第
三
乙
訓
ひ
ま
わ
り

園　

京
都
市
西
京
区
）

す
ご
い
！
最
新
の
点
字
印
刷

（
丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー　

京
丹
後
市
）

私
の
絵
も
見
て
い
っ
て
下
さ

い
！
（
京
都
市
ふ
し
み
学
園 

京
都
市
伏
見
区
）

第
13
回 

Ｍ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ

広
が
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
輪

今
年
も
寄
贈
先
の
施
設
を
訪
問

現地に足を運び、先輩ベテラン
ドライバーから学ぶ観光勉強会

京都MKタクシー新卒採用
30

海外留学

京都検定、国家試験“運行管理者”、
TOEICにもチャレンジ！

留学制度も
ある！

この時点で
TOEICなどの条件を
満たせば高度有資格
者として

※詳細は本紙2面

年収500万円以上




